
日 時 令和元年７月５日（金） 午後１時３０分～午後３時４５分

場 所 神栖市役所 分庁舎２階 会議室３

案 件
（１）平成３０年度神栖市改革チャレンジプラン取組状況について

【プラン担当課ヒアリング】

出席委員数 ７名

傍聴者 １名

会議の要旨等

１ 開会

２ 会長あいさつ

３ 案件

（１）平成３０年度神栖市改革チャレンジプラン取組状況について

①プラン２０ 国民健康保険の安定運営（保健事業実施）（担当課：国保年金課）

プランの取組状況について担当課から説明後，質疑応答

委員：義務的にジェネリック医薬品を処方することはできないのでしょうか。

担当課：保険者としての立場では，お答えしかねるところでありますが，薬には開発のた

めの経費もかかっておりますので，先発医薬品は高額なものになっています。

委員：全医薬品の中で，ジェネリック医薬品が，どの程度あるというようなデータはあり

ますか。そういったデータがあれば，ジェネリック医薬品のある薬の内，どの程度ま

で切り替えを促進していくという目標が生まれてくるのだろうと思います。

担当課：ジェネリック医薬品の新指標の達成率として，Ｈ３０年度は７５％を目標に掲げ

たところですが，実績値としては，７４．１％でございました。今後の目標としては，

国の方で，令和元年度９月に８０％という目標がございますので，そこに向けて取組

みを進めていきますが，達成できる見込みと考えております。

委員：ジェネリック医薬に関連する周知はどのようなものになっていますか。

担当課：保険証の切り替え時には，希望カードを同封しており，医療費削減の効果が見込

まれる方には直接，働きかけをしております。その他，市のホームページなどで啓発

を行っております。

委員：レセプト点検とありますが，過剰診療はどのように対応されていますか。

担当課：重複受診，頻回受診者には通知をしております。さらに，特に受診の多い場合は，

国保連合会という機関と連携して，受診状況の確認などを行っております。

②プラン２３ 市道改修計画の策定（担当課：道路整備課）

プランの取組状況について担当課から説明後，質疑応答



委員：市道，県道，国道で，所管がそれぞれ分かれていることもあるのでしょうが，学校

でのアンケート結果や地区の要望などについて，安全面での処置はよく検討いただき

たい。

担当課：委員がおっしゃられたように，学校や地区の要望などは，市担当課と十分に情報

共有はしており，優先順位は出てくるところですが，可能な限り，対応はさせていた

だいております。国道，県道についても，所管する潮来土木事務所に要望はしており

ます。

委員：事故が起こってからではなく，事前にリスクを予測して調査するよう，少なくとも

市道については，ぜひ点検していただきたい。対策としては，安価にできるポールの

設置などでもよいと思います。

委員：車を運転している時，特に夜間や雨が降っている場合，国道の縁石が非常にみえづ

らいです。車が縁石に乗り上げているのも，よく見かけます。昼だけでなく，夜間や

降雨時などはまた違います。そういった目を養っていただけるとありがたいと思いま

す。

委員：要望等はどこにしたらよろしいのでしょうか。

担当課：現在，市として困りごと相談室を立ち上げております。そちらに気兼ねなく，ご

相談いただきたいと思います。

③プラン１ 課題対応力を持つ人材の育成（担当課：職員課）

プランの取組状況について担当課から説明後，質疑応答

委員：課題対応力を持つ人材の育成とあります。マニュアルの作成は，人材の育成として

は，基礎の話であって，もちろんコンプライアンスの徹底のためには必要なことであ

ると思いますが，極端に言えば，やって当たり前のことであると思います。マニュア

ルがあれば，課題対応力のある人材が育つのか分かりません。全体の奉仕者とはなん

ですか，それを持って自分がどうありたいか，そして，何を持って成果としていくの

か，上司とはどうあるべきなのか，現場感覚が薄れているのでないか，そういったこ

とを考えていかなければ意味がないと思います。

担当課：マニュアル作成は，委員のおっしゃるとおり，ある意味，やって当たり前のこと

であると思います。職員課がいくら研修を実施したところで，本人のやる気がなけれ

ば，意味がありません。公務員として，どのような人間を育てていくのかは，昔から

課題とするところであります。根底から，そういったことに取り組んでいかなければ

ならないと考えております。そうすると職員自身を変えていかなければならないのだ

ろうと思います。そのためには，職員が市役所に入って退職するまでに，どういった

ことをしていきたいのか，ビジョンが大事であろうと考えています。そのきっかけと

なるような取組を行っていきたいと考えております。

委員：一つとして，人材育成のためには，上司のあり方が重要であると思います。例えば，



部下の仕事にミスがあったとき，ミスを責めるだけではなく，責任者として，どうい

うフォローをするのか，大変であると思いますが，そういったことを考えるのか重要

であると思います。

委員：窓口サービスでは不満感を与えないようにとありますが，窓口に行くと，同じ内容

を２度，３度と聞かれることがよくあります。そういったことが時間ロスとなり，不

満感につながることがあると思います。

担当課：市民の皆様には，ご迷惑をお掛けしていることがあると思います。窓口担当部

署と連携して改善は図っていきたいと考えております。

④プラン２ 効率的な組織づくりと職員の定員管理の適正化（担当課：職員課）

プランの取組状況について担当課から説明後，質疑応答

委員：働き方改革の本質は，時間外削減ではなく，業務改善による生産性の向上です。そ

れぞれの部署の状況に応じて，どういう業務改善に取り組むかが大事であると思いま

す。ここにもやはり，５年先，１０年先の期待される職員像を明示し，その中で，能

力，キャリアなりを磨いくような人材育成としていくことが，結局，このプランの効

率的な組織づくりや職員の定員管理につながるのだろうと思います。働き方改革の在

り様をよく考えるべきだと思います。そこから，どういったＩＴ技術を活用していく

とかが出てくると思います。

担当課：ＩＣＴにも，システム導入により職員の業務への理解度を下げてしまうといった

弊害もあると思います。他市の事例を参考にしながら，業務に取り組んでいければと

思います。

委員：行政診断結果には地域経営マネジメントの項目があります。一部には首をかしげる

内容もありますが，神栖市に活かせる内容もあるのではないかと思います。ＩＣＴ技

術等を導入していくのは結構ですが，この技術を導入できないのは，市民との関わり

合いの部分だと思います。地域に関わっていく，現場をみることは絶対，忘れてはい

けないと思います。

担当課：市長からも市民の目線に立てと指示を受けておりますので，そのように取組みを

していきます。

委員：市民からすると，正規職員であるか，臨時の職員であるかは分かりません。臨時職

員にも教育をお願いします。

職員課：臨時職員にも接遇研修，公務員倫理研修などは行っております。

委員：長期研修なども取り組んでいると聞いておりますので，そういったものの発表会等

を実施していただくと，職員意識の高揚にもつながるのはないかと思います。

４ その他

５ 閉会


